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1．はじめに
本短期大学部は、２００８年度に財Ｍ法人大学基準協会の認
証評価を受審し、短期大学基準に適合する認定を受けたが、
評価結果に助言を付された。「独自のＦＤ活動としては、
過去に教員の意識調査を実施した程度であり、独自の取
り組みはほとんど行われていないので､組織的なＦＤ活動
を活発に行うことが望まれる』という助言であった。
そこで、独自の組織的ＦＤ活動に取り組むべく、２００８
～2009年度教務委員会により、第１回c-leaming講習会
（2009年２月）、第２回e-leaming講習会（2009年９月）
が開催された。
２０１０年度は、ＦＤに先進的に取り組んでいる短期大学の
事例を学ぶため､宮崎学園短期大学の宗和太郎氏を講師に招き、
テーマ「ファカルテイ・ディベロップメントへの組織的取り組
み」の講演会を８月に開催した。また、学生による授業評価
調査を活用し、授業改善の効果を検証した。これは、専任
教員が「次学期以降へ向けたとり組み」として前年度の自己点
検票に記載した内容に関わる質問を独自に設け、学生から直接
に評価を受けるものである。各教員が改善の成果を検証、認識
することにより、次期の授業に役立ててもらうための取り組み
である。
２０１１年度は、前年度に引き続いて授業改善の効果を各教員が
検証する取り組みを実施した｡また､９月には､FGPAを導入し、
単ｲ立の実質化に先進的に取り組んでいる東北文教大学短期大学
部より加藤大鶴氏を招き、テーマ「成績評価の適正化への取り
組み」の講演会を開催した。加えて、今後の組織的ＦＤ活動に
資するため、特色のあるＦＤ活動を実践している大学を視察し
た。本報告は、「ボトムアップ型ＦＤ」や「ラーニング・コ
ミュニティ」等を実践している南山大学短期大学部と、教員
の授業改善レポートの冊子にまとめて公開したり、教員間相互
授業聴講の期間を授業担当教員が自由に設定したり、本学と異
なる仕方で実践している金城学院大学について､ＦＤ活動の特色
をまとめたものである。視察日は次のとおりであった，
・２０１１年１１月ｌＯＨ（木）
南'11大学短期大学部（名古屋市昭和区）
･２０１１年１１月１１日（金）
金城学院大学（名古屋市守山区）
2．南山大学短期大学部
2.1大学の概要
南山大学短期大学部は今年度４月から南山短期大学か
ら改組されたもので、英語科学生定員１５０名に対し専任
教員１５名で臨んでいる。南山短期大学時代からＦＤ活動
に積極的に取り組んでおり、紀要を通じてその実践を発
信してきた実績がある。その論考でも述べられている通
り、ＦＤに関するコンソーシアムや研究発表を通じての活
動報告は四年制大学を対象としたものが圧倒的に多く、
短期大学を対象としたものは数えるほどしかない。その
ような状況で、南山大学短期大学部を視察することは、
同じ短期大学としてのＦＤ活動から学ぶことも多く、また
凹年制大学とキヘ,ンパスを同じくする短期大学部として
本学と共通する問題意識もあるのではないかと考え、今
回の視察を希望した。
2.2ＦＤ活動の内容
(1)全体
南山短期大学以来のＦＤ活動の最大の特徴は、「ＦＤそ
のものは日常の教育の延長である」と断言するその姿勢
である｡2005年度以降組織的ＦＤに取り組んできた結果、
研修会､講演会､勉強会等のプログラムを繰り返しても、
一過性のイベントで終わってしまい教員が疲弊してしま
う、という反省から、「ボトムアップ型ＦＤ」を提唱し、
それが基本線となっている。具体的には、教員が小グル
ープで集まって定期的に情報交換する場を「ＦＤコミュニ
ティ」として継続している。そして、そこで出された話
題、アイデアを記録に残し、「ＦＤNews」として学科内に
配布し、情報の共有を'1指す｡これらをエビデンスとし
て積み重ねていくこと、それそのものがＦＤ活動であると
している。
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